佐渡への旅

数年来の計画でしたが、やっと実行出来ました。もっと大勢の夫の兄弟で行くはずが、体の具合が悪くなったり、用事で行けなくなったりで結局３組６人で出かけました。
 私の知識では、佐渡金山、お能が盛ん、佐渡おけさの島、朱鷺の島　位しか思いつかなかったのですが、いろいろな長い歴史があることを知りまた。
 まず島の大きさに驚き、山、川、平野、海などの自然の恵みを実感しました。古い昔から佐渡へは新しい技術や文化が運び込まれ、その度島の暮らしや在来文化を変容させていったとのこと。
 しかし佐渡は日本海文化の終着駅ではなく、文化の再発進基地でもあったようです。宮廷貴族が流人となってき来たりで、王朝貴族の文化がダイレクトにつたわった様です。すごく高尚な島だったのでね。 
お能が有名になったのは観世元清（世阿弥）が流されてきたことにより広がり、能舞台が大小26とかあるそうです。農民がすぐに着替えて舞台に立つことも・・・。今回もお寺の片隅で素人の方の能を見てきました。
この時代に小学校から能については教えられてるとのこと。教科一部なのでしょうか？
 島流しといえば凶悪犯罪者とばかり思っていたのですが、全く異質な政治犯や思想犯として佐渡へ流されて来た人も沢山いたようです。その中でも日蓮聖人は自然や風土、人々との接触の中でご自分も宗教者として極限の人格を遂げたようです。
 私そんなに歴史に関心があったわけではないのですが、新潟県加茂市に住んでいる弟の知り合いの方が教師時代から佐渡について研究をしていて、今学芸員ということもあり詳しく説明をして頂き、思わず引き込まれました。
 ツア－ではきっと時間の制限で聞けないお話ばかりでした。
佐渡金山では人形の模型で当時を表現していましたが、きっと過酷な労働だったことが想像出来ました。 

今回梅雨時でもあり、雨の心配をしていましたが、本当に天気予報は雨マ－クだったのに、宿に入ると降り出し、翌日も目が覚めたら降っていたのに、出発の時間にはカラリ本当についていた。
日頃の行い良いのかな～？？？ 一つだけ残念だったのは「日本の夕日の宿１００選」に選ばれている宿だったのに、曇りで見られなかったこと。
 そうそう宿では、佐渡おけさを踊る方（グル－プで各宿を回っているよです）がいらして踊った後、宿泊客に講習会があるのでね。ちょっとまねごとで踊って来ましたヽ（*^^*）ノ

